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午前９時２８分開会 

○委員長（西田  真） おはようございます。 

 久しぶりの快晴になりまして、心も、皆さんも、

委員の方も晴れ晴れとした委員会だと思いますん

で、慎重に質疑のほうやっていただきたいと思いま

す。 

 まだまだ新型コロナ感染症のほうが落ち着きま

せんけど、兵庫県のほうでは２９日間出てないとい

うこともあって、ほぼ終息に来とるんかなと思って

おるんですけど、東京のほうではまだまだ増えてい

ってますんで、なかなか全国的には難しいかなと思

ってます。世界的には、南半球のほうが物すごい感

染症が増えておりますし、死亡者も増えてますんで、

皆さんも新しい生活様式としていろんなことを気

にしながら、守りながら、うつさない、うつらない

ということでやっていただきたいと思います。 

 それでは、早速始めたいと思います。よろしくお

願いします。 

 それでは、ただいまから文教民生委員会を開会い

たします。 

 なお、次第３の（３）の報告事項のみ、市民生活

部、成田生活環境課長及び地域コミュニティ振興部、

櫻田新文化会館整備推進室長を出席をさせたいと

の申出があり、許可しておりますので、ご了承願い

ます。 

 また、一般会計に関する予算関係議案につきまし

ては、予算決算委員会に付託され、当委員会は文教

民生分科会として担当部分の審査を分担すること

になります。したがいまして、議事の進行は委員会

と分科会を適宜切り替えて行いますので、ご協力を

お願いします。 

 これより協議事項（１）番、付託・分担案件の審

査に入ります。 

 審査日程ですが、まず委員会付託された議案の説

明、質疑、討論、表決を行い、その後、予算決算委

員会付託議案に係る当分科会に分担された議案の

説明、質疑、討論、表決を行います。続いて、請願・

陳情の審査を行います。その後、報告事項に続き、

委員のみで委員会及び分科会意見・要望等の取りま

とめを行います。 

 委員の皆さん、当局の皆さん、説明、質疑、答弁

に当たりましては、くれぐれも要点を押さえて簡潔

明瞭に行うなど、スムーズな議事進行に格別のご協

力をよろしくお願いいたします。 

 また、発言の最初には、必ず課名と名字をお願い

します。 

 議案の審査につきましては、お手元の議案付託・

分科会分担表の順に行いますので、ご協力をよろし

くお願いをいたします。 

 まず、第７８号議案、物件購入契約の締結につい

てほか１件を一括議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 教育総務課、木之瀬参事。 

○教育総務課参事（木之瀬晋弥） 議案書４６ページ

をお開きください。第７８号議案、物件購入契約の

締結についてでございます。 

 本案は、中学校で使用いたします教育用情報機器

の購入につきまして、物件購入契約を締結するに当

たり、議会の議決を求めるものでございます。 

 契約の目的は、城崎中、豊岡南中、豊岡北中、港

中、出石中の５校に係る中学校教育用情報機器の購

入でございます。契約の方法は、指名競争入札でご

ざいます。契約金額は５，２８０万円でございます。

その他は、記載のとおりでございます。 

○委員長（西田  真） 大谷参事。 

○教育総務課参事（大谷 康弘） 続きまして、４７

ページをご覧いただきたいと思います。４７ページ

をご覧ください。第７９号議案、物件鵜入契約の締

結について。 

 本案は、日高学校給食センターで使用します食缶

食器洗浄機の購入について物件購入契約を締結す

るに当たり、議会の議決を求めるものです。 

 契約の目的は、日高学校給食センター食缶食器洗

浄機の購入です。契約の方法は指名競争入札で、契

約金額は３，８５０万円です。その他は、記載のと

おりです。 

 説明は以上です。 

○委員長（西田  真） 説明は終わりました。 
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 質疑はありませんか。 

 田中副委員長。 

○委員（田中藤一郎） ちょっと１台になりますと、

まずまずの値段はしてるんですけれども、その価格

的な部分で言いますと、高過ぎるんではないかなと

いうふうにちょっと一般的に思っちゃうんですけ

れども、その辺りはどうでしょうか。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○教育総務課参事（木之瀬晋弥） 今回の物件購入契

約につきましては、機器の価格に加えまして、設定

費用でございますとか、一部ソフトウエアの費用な

んかも含まれておりますので、となっております。

業者のほうから聞いておりますのは、特に今回につ

きましては、設定作業でございます。コロナウイル

スの関係もございますので、密にならないようにと

いうことで、注意をしながら設定をする必要がござ

いますので、その辺りについて人件費等がかさんで

るということでは報告を受けております。以上でご

ざいます。 

○委員長（西田  真） 田中副委員長。 

○委員（田中藤一郎） 分かりました。ただ、設定費

等々がなかなか、どれぐらいになのかというのが、

ちょっと値段が高いかなと思っております。はい、

分かりました。よろしいです。 

○委員長（西田  真） ほかありませんか。 

 井上委員。 

○委員（井上 正治） このパソコンの機種等の選定

というのは、各メーカー、例えば納入業者に任せて

あるのか。こちらのほうが機種を選定して、入札を

するのか。その辺はいかがですか。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○教育総務課参事（木之瀬晋弥） 機種の選定につい

てでございますが、基本的にこちらのほうから仕様

書でもって、機器の性能ですね、ＣＰＵはどれぐら

いの速度のもの、メモリーはどれぐらいの容量とい

うようなことを指定しまして、入札を行っておりま

す。基本的に一部のメーカーに偏ることなく、複数

のメーカーでもって対応するような仕様に心がけ

ております。 

○委員長（西田  真） 井上委員。 

○委員（井上 正治） よろしいです、それで。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

○委員（井上 正治） はい。 

○委員長（西田  真） ほかにありませんか。 

 田中副委員長。 

○委員（田中藤一郎） すみません、ちょっと聞き漏

らしてしまいまして、中学校５校を教えてもらえま

すか。すみません。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○教育総務課参事（木之瀬晋弥） まず、今回、校務

用パソコンとコンピューター教室のパソコンと２

種類入れておりますが、まず、校務用のパソコンで

ございますが、豊岡南中学校、豊岡北中学校、港中

学校、城崎中学校の４校でございます。パソコン教

室のパソコンにつきましては、城崎中学校、出石中

学校の２校でございます。延べ５校となっておりま

す。 

○委員（田中藤一郎） 分かりました。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

○委員（田中藤一郎） はい。 

○委員長（西田  真） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） ５，２８０万円で、指名競争

入札、何社入札をされて、それで落札業者と次点の

業者がどれぐらい差があるんですか。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○教育総務課参事（木之瀬晋弥） 今回の指名業者は

計１０社でございます。今回の入札につきましては、

備品購入に加えまして、５年間の保守料も合わせた

金額でもって入札をしておりますので、契約金額と

はちょっと一致しないことをご了承ください。１番

が５，４００万円で、２番の業者につきましては５，

６７５万円となっておりますので、２７５万円の差

があるということになっております。以上でござい

ます。 

○委員（福田 嗣久） はい、分かりました。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

○委員（福田 嗣久） はい。 

○委員長（西田  真） ほかにありませんか。よろ
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しいか。 

 清水委員。 

○委員（清水  寛） ちょっとこれは、ここに今出

てないところになってくる、ほかに出てるのかもし

れないですけども、要は入れ替えということで、旧

のパソコンというのはどのような扱いを今、考えて

おられるんですか。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○教育総務課参事（木之瀬晋弥） 例年、更新を行い

ましたパソコンで、これまで使っておりましたパソ

コンにつきましては、買取り業者のほうに引取りを

させておりまして、僅かではございますが、市のほ

うから言いますと、売却というようなことで市の歳

入のほうに入れておるような状況ではございます。

以上でございます。 

○委員（清水  寛） 分かりました。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

○委員（清水  寛） はい。 

○委員長（西田  真） ほかにありませんか。よろ

しいか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。第７８号議案及び第７９号議

案は、原案のとおり可決すべきものと決定してご異

議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） ご異議なしと認めます。よ

って、第７８号議案及び第７９号議案は、いずれも

原案のとおり可決すべきものと決定しました。 

 次に、第８３号議案、豊岡市介護保険条例の一部

を改正する条例制定についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 高年介護課、恵後原課長。 

○高年介護課長（恵後原孝一） それでは、議案の１

２０ページをご覧ください。第８３号議案、豊岡市

介護保険条例の一部を改正する条例制定について

ご説明いたします。 

 本案は、新型コロナウイルス感染症の影響により

収入の減少が見込まれる第１号被保険者の介護保

険料が納付困難な状況にある方について、減額また

は免除できるようにするため、所要の改正を行うも

のでございます。 

 １２２ページをお願いします。改正の内容につい

て、条例案要綱によりましてご説明いたします。 

 改正の内容は、条例附則第５条関係で、新型コロ

ナウイルス感染症の影響により介護保険料を減額

または免除できるようにする規定を定めておりま

す。 

 次に、附則で、この条例は公布の日から施行し、

改正後の条例附則第５条の規定は令和２年２月１

日から遡及して適用することとしています。 

 ここで、今回実施しようとしている保険料減免の

概要についてご説明いたします。 

 今回の減免については、国の対策を踏まえて、厚

生労働省のほうから４月９日付で、所定の基準によ

り減免措置を実施する場合には国費による財政支

援を行う旨の事務連絡があったことから、対応する

ものです。保険料の減免については、本市介護保険

条例の本則第９条ほかの関係規定により制度化さ

れているところでございますが、当該事務連絡の内

容が被保険者に有利な基準で、国の財政支援の対象

となる算定基準等が示されたことを受けて、本市に

おいても新型コロナウイルス感染症の影響により

収入が減少した被保険者等につきまして減免を行

うため、減免の根拠を明らかにしておくものです。 

 今回の改正では、条例で規定すべき対象者の範囲

及び減免対象期間の設定については、時限的、特例

的な扱いのため、附則で定めることとし、その内容

については、国庫財源を充てるため、国が示す減免

基準を適用することとしております。 

 配付資料をご覧ください。例規の整備といたしま

しては、介護保険条例のほうで１の減免対象者と２

の減免対象者となる第１号保険料について規定し、

３の減免対象者に対する減免額については規則で

規定することとしております。 
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 まず、減免対象者の要件ですが、減免事由として

は２つあります。１つ目は、減免を希望する第１号

被保険者の属する世帯の主たる生計維持者の状態

で判断するもので、その世帯主たる生計維持者が感

染症により死亡または重篤な傷病を負った場合で

す。２つ目といたしましては、感染症の影響により

第１号被保険者の属する世帯の主たる生計維持者

の収入減少が見込まれる場合でございます。 

 この収入減少の具体的な要件といたしましては、

世帯主たる生計維持者の収入等につきまして、①事

業収入、不動産収入、山林収入、給与収入の４つの

所得の種類のいずれかの収入金額が前年に比べて

１０分の３以上減少する見込みであって、②その収

入減少が見込まれる種類の所得以外の前年の所得

の合計額が４００万円以下であることです。 

 次に、減免対象となる第１号保険料については、

令和元年分と令和２年分の保険料であって、令和２

年２月１日から令和３年３月末日までの間に納期

限が設定されている保険料としています。 

 続いて、減免額の算出についてですが、減免要件

１つ目の主たる生計維持者が感染症により死亡ま

たは重篤な傷病を負った世帯の第１号被保険者の

場合につきましては、保険料を全額免除といたしま

す。また、減免要件２つ目の主たる生計維持者の収

入減少が一定基準を満たす世帯の第１号被保険者

の場合につきましては、保険料の一部を減額いたし

ます。この減免額の算定につきましては、まず、減

免対象者の保険料額から当該世帯の主たる生計維

持者の前年の合計所得金額に占める減少が見込ま

れる所得の種類に係る前年の所得額の割合に相当

します額、これを対象保険料額といいますが、これ

を求めまして、この額に主たる生計維持者の前年の

合計所得金額に応じた減免割合を掛けて減免額を

算定します。この減免割合につきましては、主たる

生計維持者の前年の合計所得金額が２００万円以

下の場合につきましては１０分の１０、超えている

場合については１０分の８としていますが、感染症

の影響により当該主たる生計維持者の方が事業等

の廃止や失業をした場合にあっては、前年の合計所

得金額に関わらず、対象保険料の全部を免除するこ

ととしています。 

 なお、減免対象者が既に減免後の保険料額を超え

て納付済みのときは、過納分を還付することとして

おります。 

 裏面をご覧ください。減免の対応フロー図と算出

例を掲載しております。算出例は、高齢者夫婦世帯

で、お二人ともが老齢基礎年金を満額受給し、営業

収入のある夫が主たる生計維持者となっている住

民税課税世帯の場合を挙げております。新型コロナ

ウイルス感染症の影響により、令和２年中の夫の営

業売上げ収入が前年と比べて半減する見込みのた

め、減免申請をされた設定であります。感染症の影

響により、主たる生計維持者である夫の収入減少で

すので、フロー図でいいますと、右側半分の分にな

ります。要件確認のほうでは、夫の収入等の状況が

①、②のいずれにも該当するため、この世帯の第１

号被保険者である夫婦ともが減額の対象になりま

す。よって、夫婦お１人ずつの減免後の賦課保険料

につきましては、各所得段階区分に応じた保険料か

ら算出した対象保険料額と減免割合によって算出

される減免額を控除した額となります。参考にして

ください。 

 議案書のほうに戻っていただきまして、１２３ペ

ージお願いします。こちらのほうに新旧対照表のほ

うを添付しておりますので、ご清覧ください。 

 説明は以上です。 

○委員長（西田  真） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。よろしいか。 

 上田委員。 

○委員（上田 伴子） なかなかよく分からないんで

すが、例えばこの対象の方は、その方の申請によっ

て、こういう減免とかのことが受けられるというこ

とで、その対象者の方が申請されたことにより、さ

れるということですか。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○高年介護課長（恵後原孝一） そのとおりでござい

まして、申請で始まるような仕組みになっておりま

す。 
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○委員長（西田  真） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 申請によるんでしたら、もう

その方がこの制度を知っておられないと、なかなか

大変かなと思うんですけれども、そこら辺のことは

どうなんでしょうか。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○高年介護課長（恵後原孝一） この承認をいただき

ましたら、早いうちに周知のほうですね、広報等も

ですし、ホームページ等も使いながら、周知をして

いきたいと思っております。以上です。 

○委員長（西田  真） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） よくホームページって言われ

るんだけど、私もちょっと議場でも言わせてもらっ

たんだけど、ホームページをなかなか開いて見る習

慣のない方とか、ホームページっていうこと自体を

そもそもやらない、開かないと、パソコンのそうい

う情報で、情報機器で見るということをされない方

もあるので、やっぱりあの例の放送なり、それから、

紙によるお知らせが一番大事かなと思いますので、

そこら辺での徹底をお願いしたいと思いますが、い

かがですか。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○高年介護課長（恵後原孝一） おっしゃられること、

当然だと思いますので、また検討していきたいと思

っております。以上です。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

 ほかにありませんか。 

 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 説明を受けて、ちょっと分か

らないとこもあるんですけれども、対象として今想

定されてるのは、何人ぐらいの想定をされてるんで

しょうか。そのうちに、例えば今の減免、１０分の

１０、１０分の１０はないかな、１０分の８、この

辺りのことを何人ぐらい想定をされてるか、ちょっ

とざっと分かれば、こちら。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○高年介護課長（恵後原孝一） 次の補正予算のほう

でもご説明させてもらおうかなと思ってましたけ

れども、実際、この対象人数、読みにくいところが

ございまして、今後の蔓延状況とか、そういったと

こもあります。ですけれども、今回算定を考えてま

すのは７０名でございます。その内訳につきまして

は、また補正予算のほうで説明をさせていただけた

らと。 

○委員（福田 嗣久） それくらいのもんですか。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

○委員（福田 嗣久） 分かりました。 

○委員長（西田  真） ほかにありませんか。よろ

しいか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） ご異議なしと認めます。よ

って、第８３号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 次に、第８６号議案、豊岡市立放課後児童クラブ

の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条

例制定についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 こども育成課、木下課長。 

○こども育成課参事（吉本  努） こども育成課、

吉本でございます。 

○委員長（西田  真） ちょっと名前、もう一遍言

って。 

○こども育成課参事（吉本  努） こども育成課の

吉本でございます。 

○委員長（西田  真） はい。 

○こども育成課参事（吉本  努） 私のほうからご

説明をさせていただきます。 

 まず、１４４ページをご覧ください。第８６号議

案、豊岡市立放課後児童クラブの設置及び管理に関

する条例の一部を改正する条例制定についてご説

明いたします。 
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 本案は、新型コロナウイルス感染症の影響により、

放課後児童クラブの利用を自粛した場合の使用料

の特例を定めようとするものでございます。 

 条例改正の内容につきましては、議場において教

育次長がご説明したとおりでございますけれども、

若干補足の説明をさせていただきます。 

 １４６ページの条例案要綱をご覧ください。改正

の内容のまず（１）の内容についてでございますが、

現在、放課後児童クラブの使用料につきましては、

月額で徴収をいたしております。今回のように、新

型コロナウイルス感染症に伴う緊急事態宣言を受

けまして、放課後児童クラブの利用自粛をお願いし

た場合ですとか、仮にですけども、クラブ内で感染

者が発生し、そのクラブを休業するような場合につ

いては、月額の使用料を日割りで計算した額としよ

うとするものでございます。 

 次に、（２）でございますけれども、例年では、

小学校の夏休み期間中につきましては、朝の８時か

らクラブを開設いたしておりまして、通常月に比べ

まして、７月及び８月の月額の使用料を高く設定い

たしております。今年につきましては、夏休みの期

間が短縮となったことを考慮いたしまして、月額の

使用料を通常月と同額の７，０００円にしようとす

るものでございます。 

 附則のほうで、この条例については公布の日から

施行し、改正後の豊岡市立放課後児童クラブの設置

及び管理に関する条例附則第４項及び第５項の規

定については、令和２年４月１日から適用すること

といたしております。 

 なお、１４７ページ以降に新旧対照表を添付いた

しておりますので、ご清覧いただければと思います。 

 説明は以上でございます。 

○委員長（西田  真） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 上田委員。 

○委員（上田 伴子） この児童クラブの利用者に対

してですけれども、学校休業中とかも、このコロナ

の感染の影響が出た時点で、なるべくおうちで対応

できる方はお願いしますということで、人数をなる

べく減らすような状態でのクラブの運営だったと

思うんですけれども、そういうお願いをされて、休

んだ方も日割り計算になっていたんでしょうか。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○こども育成課参事（吉本  努） 今、上田委員の

おっしゃっていただいたとおりに、感染症の発生し

た特に緊急事態宣言中は、やっぱり感染予防という

観点から、利用の自粛をお願いいたしておりました。

逆にこちらのほうから要請をいたしておりました

ので、その方については月額丸々頂くというわけに

はいきませんので、日割りという形にして、利用実

態に応じてだけの金額を頂くという形で今回改正

をお願いするというものでございます。 

○委員長（西田  真） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） お願いするという、今までの

ところも日割りでされていたということですね。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○こども育成課参事（吉本  努） 通常の分は月額

丸々という形なんですけども、具体的に言いますと、

利用のほうの利用自粛をお願いしました４月、５月

については日割りという形になろうかと思います。 

○委員（上田 伴子） 分かりました。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

 ほかにありませんか。 

 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） この（２）の７，０００円と

するということで、今期は、今年の夏休みは短縮と

いうことで、通年でしたら何ぼでしたの、夏休み期

間は。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○こども育成課参事（吉本  努） 通常、通例です

ね、７月が８，０００円、８月が１万円頂いており

ました。それを７，０００円にという形にさせてい

ただきたいと思っております。 

○委員（福田 嗣久） 分かりました。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

○委員（福田 嗣久） はい、よろしい。 

○委員長（西田  真） ほかにありませんか。よろ

しいか。 
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 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） ご異議なしと認めます。よ

って、第８６号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 次に、第８８号議案、令和２年度豊岡市介護保険

事業特別会計補正予算（第１号）を議題といたしま

す。 

 当局の説明を求めます。 

 高年介護課、恵後原課長。 

○高年介護課長（恵後原孝一） それでは、１８３ペ

ージをご覧ください。第８８号議案、令和２年度豊

岡市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）につ

きましてご説明いたします。 

 本案は、今議会に上程しています第８３号議案、

豊岡市介護保険条例の一部を改正する条例制定に

伴う補正予算で、歳入歳出ともに補正額の増減はな

く、歳入予算について財源変更を行うものです。 

 主な内容について事項別明細書によりご説明い

たしますので、１８９ページをご覧ください。歳入

の内訳ですが、保険料の５４６万８，０００円の減

額につきましては、新型コロナウイルス感染症の影

響により収入の減少が見込まれる場合等における

第１号被保険者の介護保険料の減免見込みによる

ものです。この減額の算定にあっては、４月１日賦

課期日現在の被保険者数２万６，７３０人のうち、

減免対象となる可能性があると想定されます所得

段階区分が第３段階から８段階にある普通徴収義

務者の７１６人の１割に当たる７０人の全額減免

を想定しております。 

 次の国庫支出金の増額につきましては、このたび

の減免に該当するものは国から財政支援措置され

ますので、保険料の減額相当額を国庫補助金に計上

するものです。 

 次に、１９１ページから１９４ページの歳出につ

いてです。補正額のほうはありませんが、歳入の財

源変更を受けて、保険給付費の各種サービス等の財

源を一般財源から国県支出金のほうに更正するも

のです。 

 説明は以上です。 

○委員長（西田  真） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 先ほどの説明の中で、収入減

の人の７１６人の１割、７０人と想定された、その

根拠というのは何でしょうか。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○高年介護課長（恵後原孝一） 説明の中で伝えてお

りました所得段階区分の第３段階から８段階のほ

うなんですけれども、各所得段階別に見ますと、第

３段階で普通徴収の方が１０３人おられます。で、

そのうちの１割ということで１０人の方、第４段階

の方が１５２人、普通徴収でおられますので、１５

人というふうな形で見ていきますと、第５段階で１

１１人で１割の１１人、第６段階、１８６人で１８

人、第７段階が１２４人で１２人、第８段階で４０

人で４人相当ということで、合わせて７０人という

ふうな算出でおります。以上です。 

○委員長（西田  真） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 今説明受けたんですけど、ち

ょっとよく分からないんですけども、そのうちの１

割ということの想定についてもちょっとよく分か

らないので、どういうふうに考えたらいいんかなと。

そこら辺、ちょっともう少しお願いします。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○高年介護課長（恵後原孝一） 失礼しました。１割

の根拠でございますけれども、何と指標がありませ

んけれども、多くて１割、普通徴収者の方の１割ぐ

らいかなというところで計上させていただいてる

ところでございます。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○健康福祉部長（久保川伸幸） ぶっちゃけたところ

は今言ったようなことで、明確な数字の根拠がある
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わけでは、正直言うと、ないというのが、まず、そ

こはそのとおりです。１割という辺におきました一

方で、全額減免という考え方も取り入れています。

先ほどの基準の中でいうと、コロナで亡くなったり

重症化したら、その方は全額というのはありますが、

それはそもそも豊岡市では該当ないと思ってます、

今の段階は。で、失業とかっていう方は、それはあ

るのはあるんだろうなっていうことがあります。一

方で、収入が減少してっていうことで、８割減免の

人もそれなりにおられると思うんですが、置く根拠

の数字の持ち方が、正直言ったら、明確に見えてる

わけではないということで、全員が全額ということ

も多分ないだろう。一方で、１割で済むかどうか、

正直言ったら、よく分からないというところも併せ

て考えると、この数字を置いとくことで対応できる

んではないかという見込みということでご理解い

ただけたらと思います。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

 上田委員。 

○委員（上田 伴子） それでは、申請によって、こ

の数字が動くかもしれないということで承知して

おいたらよろしいんでしょうか。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○高年介護課長（恵後原孝一） そのとおりです。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

 ほかにありませんか。よろしいね。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議はありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） ご異議なしと認めます。よ

って、第８８号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 次に、第８９号議案、豊岡市国民健康保険税条例

の一部を改正する条例制定についてを議題といた

します。 

 当局の説明を求めます。 

 市民課、定元課長。 

○市民課長（定元 秀之） １２ページをご覧くださ

い。第８９号議案、豊岡市国民健康保険税条例の一

部を改正する条例制定についてご説明いたします。 

 本案は、２０２０年度の国民健康保険税の税率等

の改定、及び新型コロナウイルス感染症の影響によ

り収入の減少が見込まれる場合における減免規定

の整備を行うため、所要の改正を行うものでありま

す。 

 なお、国民健康保険税の税率等の改定につきまし

ては、５月２７日に開催されました豊岡市国民健康

保険運営協議会から２０２０年度の豊岡市国民健

康保険事業運営の基本方針について答申をいただ

き、その趣旨を尊重し、提案をしています。 

 今年度の１人当たりの平均国保税額ですが、９万

９，００８円で、前年度と比較し、０．３％の減額

としております。 

 １６ページをご覧ください。内容につきましては、

条例案要綱によりご説明いたします。 

 １の（１）ですが、国民健康保険税の基礎課税額

に係る課税限度額を従来の６１万円から６３万円

に、介護納付金課税額に係る課税限度額を従来の１

６万円から１７万円としています。これは、国の税

制改正によるものです。 

 次に、税率ですが、（２）から（５）は医療分に

係る基礎課税額についてで、所得割額の税率を１０

０分の４．９８、資産割額の税率を１００分の７．

２４、被保険者均等割額を１万９，５００円、世帯

別平等割額については、一般世帯を１万４，６００

円、特定世帯を７，３００円、特定継続世帯を１万

９５０円とするものです。 

 （６）から（９）につきましては、後期高齢者支

援金等課税額についてで、所得割額の税率を１００

分の２．８２、資産割額の税率を１００分の４．０

２、被保険者均等割額を１万４００円、世帯別平等

割額については、一般世帯を７，８００円、特定世

帯を３，９００円、特定継続世帯を５，８５０円と
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するものです。 

 次に、（10）から（13）は介護納付金課税額につ

いてで、所得割額の税率を１００分の２．２８、資

産割額の税率を１００分の４．８、被保険者均等割

額を１万１，０００円、世帯別平等割額を５，７０

０円とするものです。 

 次の（14）につきましては、低所得世帯に対する

国民健康保険税の軽減額を所得金額に応じて定め

ています。 

 次の（15）につきましては、新型コロナウイルス

感染症の影響により収入の減少が見込まれる場合

等における国民健康保険税の減免の特例を定めて

います。 

 なお、保険税の減免につきましては、本日お配り

しておりますＡ４の２枚物の用紙で説明をします。

１ページ目がカラーのやつです。 

 まず、１ページ目をご覧ください。国民健康保険

税の減免の対象となる方として、①、②に記載をし

ております。①については、主たる生計維持者が死

亡または重篤な傷病を負った世帯について、保険税

全額を免除とすることです。 

 また、②につきましては、主たる生計維持者の収

入減少が見込まれる世帯の方については、保険税の

一部が減額されます。減額される要件として、その

下に（１）から（３）までの要件について記載をし

ております。国民健康保険税の減免対象の世帯は、

この３条件全てに該当しなければなりません。 

 ③については、世帯ごとの保険税減免額を算出す

る計算式を記載をしております。こちらにつきまし

ては、後ほど２ページで説明をさせていただきます。 

 ④については、減免の対象となる保険税の期間を

記載をしております。令和２年２月１日から令和３

年３月３１日までの納期限が設定されているもの

について、対象としております。昨年度であります

と、平成３１年度国民健康保険税については第８期、

第９期が対象となり、令和２年度はこれからですが、

第１期から第９期までの全期が対象となります。 

 では、２ページをご覧ください。計算例として、

３人世帯で、世帯主が主たる生計維持者で収入が減

少した場合としております。なお、３人とも国保加

入者であります。例の場合、（１）の減免対象とな

る保険税額ですが、１ページの④で説明しましたよ

うに、平成３１年度の第８、９期分と令和２年度の

年税額全てが該当しますので、①としまして、平成

３１年度第８、９期の合計額が年税額４１万１，４

００円のうち９万円、令和２年度は年税額全額の４

１万６，８００円が対象となります。そして、（２）

の保険税が減額される要件としましては、１ページ

に記載されていますように、減額される要件に照ら

し合わせますと、①、②、③と全て該当しますので、

この例の場合は減免対象となるということであり

ます。 

 では、減免額ですが、（３）をご覧ください。減

免額の計算を１ページに記載のとおり行いますと、

①の平成３１年度第８期、第９期分が課税額９万円

に対し、減免額が８万７，１００円となり、世帯主

であります豊岡太郎さんの場合では、支払う減免後

の保険税は２，９００円となります。同じように計

算した場合、②の令和２年度は課税額４１万６，８

００円に対し、減免額が４０万３，４００円となり、

世界主の豊岡太郎さんが支払う減免額の保険税は

１万３，４００円となります。 

 なお、最後の米印に記載をしていますように、既

に納付済みの場合は、過納分を還付します。今回の

場合、平成３１年度の第８、９期分において既に９

万円を納付されていた場合、減免額の８万７，１０

０円が還付されることになります。先ほど、介護保

険の条例のほうでもありましたが、国民健康保険の

場合も、あくまでもこれは申請主義であります。そ

して、この条例が可決されましたら、ホームページ

等で周知をするというふうに考えております。 

 なお、７月の１３日に国保税の納税通知書が発送

しますので、そのときにまた文書等、何か入れるか

と考えております。 

 減免の説明は以上です。 

 もう一度、１６ページの条例案要綱に戻っていた

だきますようお願いします。下から２行目の２の附

則です。第１項では、この条例は公布の日から施行



 10

し、改正後の国民健康保険税の減免の特例の規定は

令和２年２月１日から適用すること。第２項では、

改正後の国民健康保険税の税率等の改定に係る規

定は令和２年度以後の年度分の国民健康保険税に

ついて適用し、令和元年度分までの国民健康保険税

については、従前の例によることとしております。 

 １８ページから２７ページに新旧対照表を添付

しておりますので、ご清覧いただきますようお願い

します。 

 長くなりましたが、説明は以上です。 

○委員長（西田  真） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 田中副委員長。 

○委員（田中藤一郎） これ１年間のやつで見るんで

しょうか。例えば今でしたら、非常にコロナで収入

も物すごく減っておられて、保険料もなかなか厳し

い方もおられるようなこともあるようですけども、

この辺りも見ているんですか。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○市民課長（定元 秀之） あくまでも、こちらのほ

うの対象となるのが令和２年２月１日から令和３

年３月３１日までの納期限というふうになってお

ります。今の段階では、この期間ということになり

ますので、先ほど言いましたように、昨年度で言い

ますと、第８、９期、今年度でいいますと、全期が

該当するということであります。以上です。 

○委員長（西田  真） 田中副委員長。 

○委員（田中藤一郎） 分かりました。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

○委員（田中藤一郎） まとめ切れないんで、また個

人的に聞きます。 

○委員長（西田  真） ほかに。 

 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） これのほうが該当は多いんじ

ゃないかなという気がするんだけど、どういう想定

とされてますか。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○市民課長（定元 秀之） まず、該当につきまして

は、これを算定するときに、まだ昨年の所得が分か

っておりませんでした。ですので、前年、その１つ

前の所得で見ております。そして、後でまた説明を

しますが、補正予算で５，０００万円を減額すると

いうふうに考えております。ただ、この５，０００

万円は結果的には３，０００万円で済むかも分かり

ませんし、また７，０００万円で済むかも分かりま

せん。実際のこちらは世帯で見ますので、具体的な

人数とかいうのは分かりません。ただ、主に考える

のは、やはり宿泊、飲食サービス業で、それも国民

健康保険税が該当ということですんで、低所得の方

ということであります。そういう方につきましては、

全体トータルで約２０％程度ぐらいだと考えてお

るのと、それの半分が申請されるかと思っておりま

す。また、その他の業種、例えば給与収入の方でも

国民健康保険の方おられると思います。その方でも、

また１０％程度というふうに考えておりますので、

それを今度は減免割合が５段階、国民健康保険はあ

ります、全部から１０分の２まで。その中で２０％

で、あくまでもこれは税務課のほうがこれぐらいに

なるだろうと、先ほども同じ話になりますが、想定

をしたということでなりますので、そちらのほうで

含めますと、約５，０００万円となりますので、具

体的に何人とか何世帯というのが分かっていない

のが実情です。以上です。 

○委員長（西田  真） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） そうでしょうね。これから出

てくるということですね。それで、これも同じよう

に、国庫の補助ですか。減免した分だけ。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○市民課長（定元 秀之） 一応国のほうからは、申

請されて減免した金額は全て全額補助というふう

になっております。以上です。 

○委員（福田 嗣久） 了解しました。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

○委員（福田 嗣久） はい。 

○委員長（西田  真） ほかにありませんか。よろ

しいか。 

 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） ご異議なしと認めます。よ

って、第８９号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 次に、第９１号議案、令和２年度豊岡市国民健康

保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第２号）

を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 市民課、定元課長。 

○市民課長（定元 秀之） ４１ページをご覧くださ

い。第９１号議案、令和２年度豊岡市国民健康保険

事業特別会計（事業勘定）補正予算（第２号）をご

説明いたします。 

 本案は、第１条で、歳入歳出予算の総額に歳入歳

出それぞれ６，５００万円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ８９億５，０６４万円と

するものであります。国保特別会計（事業勘定）に

つきましては、当初予算では骨格予算として概算計

上をしておりましたが、先ほどの条例改正でご説明

いたしましたように、今年度は、国保税の税率算定

及びコロナウイルス感染症の影響により収入の減

少が見込まれる被保険者の国保税減免に対する財

政支援を踏まえた補正予算を提案しております。 

 補正予算の内容につきましては、まず、歳出から

ご説明します。 

 ５８、５９ページをご覧ください。歳出補正予算

総括表です。まず、国民健康保険事業費納付金は、

国庫支出金及び県支出金の歳入の増額に伴う財源

更正であります。 

 次に、基金積立金３，５００万円の増は、令和元

年度の決算剰余金を１億円と見込み、過大交付分の

保険給付費交付金３，０００万円を差し引いた７，

０００万円の２分の１を基金に積み立てるため、財

政調整基金積立金を増額するものです。 

 次に、諸支出金３，０００万円の増は、過大交付

されております保険給付費交付金を県に返還する

ため、償還金を増額するものです。歳出は以上です。 

 次に、１ページ戻っていただきまして、５６、５

７ページをご覧ください。歳入について、歳入補正

予算総括表によりご説明いたします。 

 国民健康保険税につきましては、前年度繰越金見

込額の一部３，５００万円と財政調整基金取崩し額

１億８，０００万円の合計２億１，５００万円を国

保税の軽減に充当し、また、コロナウイルス感染症

の影響により収入の減少が見込まれる被保険者減

免額として５，０００万円を減額します。したがい

まして、合計２億６，５００万円を減額することと

なります。 

 次の国庫支出金３，０００万円の増は、先ほど、

コロナウイルス感染症の影響により国保税の減免

額を５，０００万円と説明しました。その減免額５，

０００万円は全額補填されます。その補填分の国庫

負担分として増額するもので、補助率は１０分の６

となります。 

 次の県支出金２，０００万円の増は、国庫支出金

と同じく、コロナウイルス感染症の影響による国保

税減免額の補填分の県負担分として増額するもの

で、補助率は１０分の４となります。 

 次の繰入金１億８，０００万円の増は、被保険者

の税負担の急激な増加を軽減するため、基金繰入金

を増額するものです。 

 次の繰越金１億円の増は、令和元年度の国保特別

会計の決算剰余金の見込額として増額するもので

す。 

 説明は以上です。 

○委員長（西田  真） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 質疑といいますか、意見でも

よろしいですか。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○委員（上田 伴子） このたびは、国保税額は１億

８，０００万円の繰入金で、僅かながらのプラスと

いうことで決定はしたんですが、私もそのところに
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はおったんですが、やはりこの時期、コロナで皆さ

ん、大変な中ですので、やはり２億円ぐらい入れて、

もっと本当は下げたほうがよかったんじゃないか

なと思っております。これは意見です。 

○委員長（西田  真） 意見のみでよろしいか。 

○委員（上田 伴子） はい。 

○委員長（西田  真） ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） ご異議なしと認めます。よ

って、第９１号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 ここで委員会を暫時休憩いたします。再開は１０

時３５分。 

   午前１０時２４分 委員会休憩 

──────────────────── 

   午前１０時３４分 分科会開会 

○分科会長（西田  真） それでは、ただいまより

文教民生分科会を開会いたします。 

 まず、報告第７号、専決処分したものの承認を求

めることについて、専決第８号、令和２年度豊岡市

一般会計補正予算（第４号）を議題といたします。 

 当局の説明は、組織順の課単位で、歳出、歳入等

の順に一気に説明をお願いします。説明に当たって

は、資料のページ番号をおっしゃってください。 

 なお、質疑は、説明が終わった後に一括して行い

ます。 

 それでは、課単位で歳出、歳入の順でよろしくお

願いいたします。 

 どうぞ。 

○市民課長（定元 秀之） 歳出から説明をいたしま

す。 

 １１ページ、１２ページをご覧ください。一番下

の枠、９目子育て世帯臨時特別給付金支給費の３節

職員手当等２０万円から、次のページの上の枠、１

８節負担金・補助及び交付金１億５００万円までの

合計１億９３８万７，０００円の増額は、子育て世

帯への臨時特別給付金支給費として人件費、需用費、

郵便料、システム改修費、そして、児童１人に１万

円を支給する特別給付金の支給費全体の金額です。

歳出は以上です。 

 続いて、歳入です。 

 ９ページ、１０ページをご覧ください。真ん中の

枠の上から２行目の説明欄、子育て世帯への臨時特

別給付金給付事業費補助金の１億９３８万７，００

０円の増額は、歳出で説明しました給付金支給に係

る必要経費につきましては全額国の補助となりま

すので、歳出額と同額を増額します。 

 市民課からは以上です。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○社会福祉課参事（小野 弘順） 歳出から説明させ

ていただきます。 

 １２ページをご覧ください。中ほどの枠の住居確

保給付金事業費ですが、給付金を１，４２８万円補

正しています。これは、本制度については、これま

で離職または休業から２年以内の方が対象であり

ましたが、新型コロナウイルス感染症に係る生活支

援策の一環として生活困窮者自立支援法施行規則

が４月２０日に一部改正され、休業等により収入が

減少し、住居を失うおそれのある方も追加対象とな

りました。この対象拡大に伴う申請件数の急増に対

応するため、専決による補正をお願いしたものでご

ざいます。 

 次に、歳入です。 

 １０ページをご覧ください。一番上の枠の分です

けど、生活困窮者自立相談支援事業等負担金１，０

７１万円です。これは、先ほど説明しました住居確

保給付金に対する国の補助金で、補助率は４分の３

です。 

 私からは以上です。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○こども教育課長（飯塚 智士） それでは、１４ペ
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ージをお開けください。１４ページ、一番下の枠で

すが、学校振興事業費、会場借り上げ料として２７

８万８，０００円を増額しております。これは、春

に実施予定でありました修学旅行を秋に延期した

ときに発生する保護者負担費用の増額分を負担す

るものとしております。 

 続きまして、１０ページ、歳入の説明をさせてい

ただきますが、真ん中の枠の一番下になります。学

校保健特別対策事業補助金２７８万８，０００円、

全額国庫補助で対応する予定でした。しかし、６月

４日の通知で、今回の修学旅行の事業対象となるも

のは、令和２年３月２日から春期休業開始日、すな

わち３月２５日までのものとすることでした。した

がって、今回の修学旅行には対象となりませんので、

今後の修学旅行の実施状況に応じて、９月に修正を

行っていきます。以上です。 

○分科会長（西田  真） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） １２ページですけれども、住

居確保給付金支給事業費の１，４２８万円ですけれ

ども、これは生活支援策ということで、収入減少に

よりということを説明されましたけれども、どうい

う基準なのか。それから、想定件数としては、これ

もどれくらい想定されてるのか。それから、１件当

たりは幾らか、どういうこれも基準になるのか。そ

の辺りを少し説明していただけませんか。 

 それから、もう一つ、国庫補助が４分の３と言わ

れたような気がしましたけども、あとの４分の１は

市の単費になるのか、その辺りも。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○社会福祉課参事（小野 弘順） まず、基準につい

てご説明させていただきます。 

 まず、収入に関する要件について、基準について

説明させていただきますと、これは世帯人数により

まして、収入要件、基準が決まっておりまして、例

えば１人の世帯でいきますと、基準額が７万８，０

００円ってなっております。それに実家賃額を足し

たところが一つの基準額になります。で、実家賃額

も上限がございまして、１人ですと３万２，３００

円、先ほどの７万８，０００円と３万２，３００円

を足しますと１１万３００円、この収入基準額より

下回れば、収入が下回れば、この住居確保給付金の

対象になってくるというものでございます。ちなみ

に、２人ですと、その収入基準額が１５万４，００

０円、３人ですと１８万２，０００円、４人ですと

２１万７，０００円、５人ですと２５万１，０００

円というようなものでございます。先ほど、収入と

比較してっていうことなんですけど、収入として見

させていただくのは就労収入、あと年金収入という

ものでございまして、今回、コロナウイルスの感染

症で給付金だとかが支給されておるんですけど、そ

の分は収入認定外という、収入として認定しないと

いうような取扱いになっております。 

 続きまして、想定件数について説明させていただ

きます。 

 これも、何をもって想定するかっていうことで内

部でも話しておったんですけど、１つには、リーマ

ンショックの数字を参考にさせていただきました。

平成２２年のときのリーマンショック当時に３４

件の申請がございました。コロナはこれより大きな

影響を与えるだろうということで、取りあえずこの

リーマンショックのときの掛ける２倍ということ

で見込みをさせていただきまして、さらに家賃につ

きましては、世帯に応じて基準額が異なるんですけ

ど、一律３万５，０００円という金額を見込みをさ

せていただきまして、あとこれに、原則この給付金

につきましては３か月が一つの支給の期間になる

わけなんですけど、誠意を持って就職活動をされた

りだとか、あと収入の状況が改善されなければ再延

長もできるということになってまして、再延長の期

間六月ということで、繰り返しになりますけど、３

４人掛ける２倍掛ける家賃３万５，０００円掛ける

六月ということで、１，４２８万円の補正を上げさ

せていただいてる次第でございます。 

 あと、最後のご質問で、補助率の４分の３の残り

の４分の１につきましては、市費ということにござ

います。 
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 私は以上です。 

○委員（福田 嗣久） 分かりました。 

○分科会長（西田  真） 結構ですか。 

○委員（福田 嗣久） はい。 

○分科会長（西田  真） ほかにありませんか。 

 竹中委員。 

○委員（竹中  理） 今日現在で、その特別定額給

付金の数字とか、ありましたら、お願いします。（発

言する者あり）子育て……。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○市民課長（定元 秀之） まず、すみません、先に、

今回の臨時特別給付金の制度をちょっと説明をさ

せていただきます。 

 今回の子育て世帯への臨時特別給付金は、児童手

当を基本としておりますので、所得制限があります。

児童手当の場合、所得制限の限度額以上の方には児

童手当の特例給付ということで、月額一律５，００

０円を支給するという制度がありまして、本来、児

童手当は支給されませんが、特例給付金として支給

されます。４月分として１，０２３人が該当します。

しかし、今回の臨時特別給付金においては、その児

童１，０２３人には１万円は支給をされません。そ

れが一つです。 

 また、児童手当はゼロ歳から中学校３年生までが

対象ですが、逆に臨時特別給付金は現在の高校１年

生も対象としております。そして、親が公務員の児

童ですが、本来、親が公務員の児童の児童手当は勤

務先から支給をされ、豊岡市では支給をしませんが、

今回の臨時特別給付金は豊岡市が支給することに

なってます。 

 それらを含めまして、対象者ですが、本日、ゼロ

歳から高校１年生までの対象者８，８２１人につき

まして、今日です、６月１５日に児童手当を振り込

む口座へ１人１万円振り込んでおります。 

 なお、親が公務員の児童につきましては、勤務先

から頂く申請書を市民課に提出していただいた後、

支給とすることになります。その対象期間は６月１

日から１１月３０日までとなっておりますので、ま

た、今日現在、支給はありません。したがいまして、

最終的な対象者の確定は、１２月にならなければ分

かりません。以上です。 

○分科会長（西田  真） よろしいか。 

○委員（竹中  理） オーケーです。 

○分科会長（西田  真） ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（西田  真） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（西田  真） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本件は、承認すべきものと決

定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（西田  真） ご異議なしと認めます。

よって、報告第７号、専決第８号は、承認すべきも

のと決定しました。 

 次に、報告第８号、令和元年度豊岡市繰越明許費

繰越計算書についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 どうぞ。 

○教育総務課長（永井 義久） すみません、全てま

とめて報告させていただきます。 

 議案書の１５ページをご覧ください。報告第８号、

令和元年度豊岡市繰越明許費繰越計算書について、

地方自治法施行令の規定に基づき、報告をさせてい

ただきます。 

 １６ページをご覧ください。１６ページの一番下

になります。繰越明許費につきましては、令和２年

の３月議会におきまして繰越明許の議決をいただ

いておりますので、今回は繰越額が確定しましたの

で、報告するというものでございます。当委員会の

所管は、先ほど申しました款１０の教育費に係りま

す１６から１８ページまでの６事業になっており

ます。よろしくお願いします。以上です。 

○分科会長（西田  真） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。よろしいか。 

 上田委員。 

○委員（上田 伴子） すみません、その６事業をち

ょっとお願いしたいですけど。 
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○分科会長（西田  真） １６ページの下の３つと、

１８ページの上３つ。よろしいか、上田委員。１６

ページの１、２、３と、１８ページの５、６、その

３つですね、横に書いてありますけど。 

○委員（上田 伴子） 分かりました。 

○分科会長（西田  真） よろしいか。 

○委員（上田 伴子） はい。 

○分科会長（西田  真） ほかにありませんか。 

 特にご異議がありませんので、報告第８号は、了

承すべきことに決定しました。 

 次に、第８７号議案、令和２年度豊岡市一般会計

補正予算（第６号）を議題といたします。 

 当局の説明は、組織順の課単位で、歳出、歳入等

の順に一気に説明をお願いします。説明に当たって

は、資料のページ番号をお知らせください。 

 なお、質疑は、説明が終わった後に一括して行い

ます。 

 それでは、順次説明願います。 

 どうぞ。 

○生涯学習課長（大岸 和義） 資料は１７２ページ

をご覧ください。一番上の枠でございます。説明欄

を読み上げたいと思います。植村直己冒険館事業費

３０万円でございます。こちらにつきましては、５

月の９日に予定しておりましたエベレスト登頂５

０周年記念フォーラム共催事業が新型コロナウイ

ルスの感染拡大を防止する観点から中止となった

ものによりまして、減額するものでございます。 

 説明は以上です。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○スポーツ振興課長（池内 章彦） 同じく１７２ペ

ージです。中段の枠で、生涯スポーツ振興事業費の

減額ですけども、本年９月２６日から２８日の期間

で神鍋高原で開催される予定でした全日本シニア

ソフトボール豊岡大会が中止となりましたので、大

会実行委員会への補助金を減額するものです。 

 その下のオリンピック・パラリンピック推進事業

費及び城崎ボートセンター管理費の減額ですけど

も、これも本年度に予定されてました東京２０２０

オリンピック・パラリンピックが１年間延長されま

したので、関連経費を精査して減額をするものです。

これらの関連経費につきましては、来年度のオリン

ピックの実施に合わせて、再度計上させていただき

ます。 

 歳入ですけど、１６０ページをお願いします。中

段の雑入の事業助成金です。スポーツ振興くじ助成

金ですけども、４月１７日に採択通知を受けました。

こうのとりスタジアム分が１，６００万円の採択、

また新たにスポーツフェスティバル事業に６２万

５，０００円の採択を受けました。当初予算に２，

０００万円計上しておりましたので、その差額の３

３７万５，０００円を減額しております。この採択

結果によりまして、一番下の保健体育施設整備事業

債、こうのとりスタジアム事業分として３６０万円

を増額をしております。 

 次の１６２ページをお願いします。一番上ですけ

ど、過疎対策事業費の減額のうち７０万円の減額は、

オリンピック・パラリンピック推進事業費の減額に

よるものです。 

 続きまして、１５２ページをお願いします。地方

債補正の変更です。下から４行目ですが、保健体育

施設整備事業費のこうのとりスタジアム分ですが、

財源振替によって３６０万円を増額をしておりま

す。 

 下の過疎対策事業債の減額のうち７０万円の減

額変更は、オリンピック・パラリンピック推進事業

費の減額に伴うものです。以上です。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○市民課長（定元 秀之） 歳出から説明します。 

 １６５ページ、１６６ページをご覧ください。一

番上の枠の説明欄、個人番号カード交付事業費交付

金５，１６２万６，０００円の増額は、地方公共団

体システム機構、通称Ｊ－ＬＩＳと言いますが、そ

のＪ－ＬＩＳから令和２年度のマイナンバーカー

ドの交付金の見込額が決定したと通知がありまし

た。本年度の豊岡市の見込額は５，７９６万４，０

００円です。当初予算で６３３万８，０００円を計

上していたため、差引額５，１６２万６，０００円

を補正するものです。大幅に増額になった理由です
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が、昨年度から、国が低迷するマイナンバーカード

を取得推進のため、全国各市町村へ交付円滑化計画

を作成させ、計画的に取り組むよう指示したことに

より、マイナンバーカードが大幅に増加することを

見据え、政府予算額が大幅に増額したものによるこ

とです。具体的内容は、説明欄に記載のとおり、マ

イナンバーカード発行等に伴う事務費でありまし

て、主にマイナンバーカードを作成、発送する経費、

マイナンバーカードへの記録等に必要な電子計算

機の管理運用経費等であります。歳出は以上です。 

 続いて、歳入です。 

 １５７、１５８ページをご覧ください。２枠目の

一番上の説明欄、個人番号カード交付事業費補助金

５，１６２万６，０００円の増額は、歳出でＪ－Ｌ

ＩＳに支払う交付金を増額すると説明しました。そ

の支払う交付金は全額国の補助となります。したが

いまして、歳出額と同額の５，１６２万６，０００

円を補助金として増額します。 

 市民課からは以上です。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○社会福祉課長（原田 政彦） それでは、１６６ペ

ージをお願いいたします。上から２つ目の表です。

豊岡健康福祉センター管理費修繕料１００万円に

ついてでございます。各健康福祉センターの応急修

繕用としまして予算措置しておりました５０万円

を執行する必要が生じたため、今後、各健康福祉セ

ンターで緊急的に応急修繕の必要が生じた場合、す

ぐに対応できる予算が不足してる状況でございま

す。このため、今回、１００万円の修繕料の予算計

上を行うものでございます。 

 続きまして、上から３つ目の表でございます。児

童扶養手当給付事業費２４万５，０００円について

です。２０１９年１０月から消費税が引上げとなる

中、子供の貧困に対応するために、国の臨時特別給

付金事業として、未婚の児童扶養手当受給者に対し

て１世帯当たり１万７，５００円の給付を行ったも

のでありまして、当初、５０世帯見込んでおりまし

たが、３６世帯となったために、差額の国庫負担金

を返納するものであります。 

 続きまして、一番下の表です。生活保護適正実施

推進事業費の生活保護システム改修業務委託料７

７万円についてでございます。生活保護法の改正に

より、本年１０月１日より、単独での生活が困難な

生活保護受給者に対しまして必要な日常生活上の

支援を提供する日常生活支援居住施設といった制

度が創設されたことに伴う生活保護システムの改

修に係る委託料でございます。 

 続いて、歳入でございます。 

 １５８ページをご覧ください。１５８ページ、２

つ目の表です。上から２つ目の表で、２行目、生活

困窮者就労準備支援事業費等補助金３８万５，００

０円についてです。先ほど歳出で説明いたしました

生活保護システム改修事業費７７万円の補助率２

分の１の国庫補助金でございます。 

 説明は以上です。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○教育総務課長（永井 義久） １７０ページをご覧

ください。下から２段目の枠になります。豊岡市立

小中学校の適正規模・適正配置の審議会の関係です

けども、まずは、人件費の減につきましては、当初、

条例に規定する委員会ということでございますの

で、当初の中では、委員報酬に加えてアドバイス料

を加えておりました。条例の規定に基づきまして、

アドバイス料を下の段の報償金に振り替えるとい

うことと、それから、コロナの影響を受けまして、

当初、５回の開催を予定していました委員会を、短

時間開催というようなことも想定しながら、６回に

増やすというような内容の補正になっております。

以上です。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○こども教育課長（飯塚 智士） １７０ページをご

覧ください。一番下の枠になります。とよおかがん

ばりタイム事業費の減額についてですが、これは、

委託上限額の減額に伴うものです。 

 次に、プロから学ぶ創造力育成事業費１０万５，

０００円を計上しております。これは、新たな県の

補助事業として実施するもので、３年間で市内全中

学校に兵庫ゆかりのクリエーターを派遣する事業
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となっております。 

 歳入のほうですが、１５８ページ、下から２枠目

の一番下の段になりますが、先ほど説明しましたプ

ロから学ぶ創造力育成事業補助金のほうがこちら

になります。 

 一番下のところですが、ひょうごがんばりタイム

の委託金１４万４，０００円の減額、先ほど説明し

たものになります。以上です。 

○分科会長（西田  真） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 上田委員。 

○委員（上田 伴子） マイナンバーカードのことで

すが、現在のカードの市民の方の取得状況なんかは

どうなんでしょうか。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○市民課長（定元 秀之） マイナンバーカードの交

付率は、５月末現在、豊岡市全体で１万４８０枚で

ありまして、交付率は約１２．８％となっています。

５月中の申請者数は８１０人であり、１０万円の特

別定額給付金がオンライン申請で行えると発表が

あったこともあり、４月中の申請者が４２３人だっ

たので、大幅に増加しました。しかし、まだまだ交

付率は低いのが現状です。以上です。 

○分科会長（西田  真） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 増えたのは、たしか１０万円

の給付金のオンライン申請ということがテレビな

んかでもすごく、各市町村でマイナンバーカードの

取得を求める市民が多い状況がよく出てたんです

けれども、そのカードを使っての交付金のほうにな

っちゃうか知らんけど、そのカードを使ってやっぱ

り申請したいという方がすごく多かったという状

況でしょうか。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○市民課長（定元 秀之） 実際、オンライン申請で

されたのは、総務課のほうが１０万円やってますの

で、こちらのほうでは把握をしておりません。ただ、

５月になりまして、先ほど言いましたように、市民

課だけでも窓口交付、窓口で申請されたのが４月が

７６人だったのが、１５５人、そして、再設定とい

いまして、本来、マイナンバーカードを持っていま

して、オンライン申請をする場合、４桁の暗証番号

を入れなければならないんですが、それをもう忘れ

たということで再設定をする場合は、窓口に来ても

らわなければなりません。その方が５０名おられま

した。４月が４名だったので、５０名おられたとい

うことで、やはりそれだけオンライン申請で早くも

らいたいという方がおられたと想像はします。以上

です。 

○分科会長（西田  真） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 今、国のほうからも、マイナ

ンバーカードのたくさん市民が取得するようにと

いう、そういう方向でされてるということではあり

ましたが、豊岡市として、そういう目標値みたいな

んも設定されてるんですか。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○市民課長（定元 秀之） 先ほども言いましたよう

に、昨年度、交付円滑化計画というものを作成する

ということでありまして、来年度ですかね、８１％

程度を目標としております。ただ、その中で出張申

請等、例えば市内企業のほうに、要望がありました

ら、回るだとか、６月からコミュニティセンターを

回るだとかというようなことを予定はしておりま

したが、このコロナウイルスの関係で回っておれな

いというのが現実です。高い目標でありますが、な

るべくそれに頑張るようにしたいと考えておりま

す。以上です。 

○分科会長（西田  真） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 私なんかは、いろいろとオン

ライン申請についても大変トラブルが多かったこ

ともあったりして、マイナンバーカードのたくさん

取得するためのお金を国が出すことについてもす

ごく異議を唱えたいと思うんですが、そのシステム

のそういう不備とか、例えば何か国のほうで銀行の

口座と直結する、何かそれとをつなぐような形での

テレビ放映なんかがあったんですけども、そこら辺

のことは何かありますか。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○市民課長（定元 秀之） 口座のほうにひもづけす
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るというような話については、テレビ等でも出とる

のは聞いておりますが、それはあくまでも国のほう

がやることですので、こちらのほうでは何も分から

ないと、法律のほうで改正されることがあるかも分

からないということです。 

 また、トラブルといいます、いろんなことはあり

ますが、基本、この１０万円関係でいろいろとトラ

ブルがあったということで、豊岡市においては、窓

口で申請のほうにつきまして大きなトラブルとい

うのはありませんでした。以上です。 

○分科会長（西田  真） よろしいか。 

 ほかにありませんか。 

 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） １７０ページの適正規模審議

会ですけれども、今回の、トラブルはないですけれ

ども、コロナの関係で、後ろがずれるちゅうことは、

予定はいつだいな、計画をまとめるいうてが。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○教育総務課長（永井 義久） 今年度の末に答申を

いただく予定はしております。４月予定してました

審議会が延期になっておりまして、７月１日に第２

回を行うということになっています。市民の皆さん

との意見交換会というのが７月、８月、当初予定し

ておりましたが、審議ができておりませんので、秋

に開催する予定にしております。意見交換会までに

最低２回は審議会をしないと、ある程度のものが出

せないというふうに考えております。先ほど申しま

したとおり、答申は２月予定しておるんですけども、

今後のコロナの動きによっては、状況を見ないとい

けないかなというようなことはちょっと考えてお

ります。計画策定は来年度という予定にしておりま

す。以上です。 

○分科会長（西田  真） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 今のところは、そういうふう

な予定どおり考えてはおるちゅうことですか。 

○分科会長（西田  真） はい。 

○教育総務課長（永井 義久） 答申を年度内にいた

だくような予定で今は進めております。 

○分科会長（西田  真） 分かりましたか。よろし

いか。 

 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） それから、もう一つ、マイナ

ンバーのさっきの１２．６％から８３％か、えらい

高い設定になっとるけれども、何かプレミアムはあ

らへんのか。マイナンバーカードを作るご褒美はな

いんかいうて。 

○分科会長（西田  真） どうぞ。 

○市民課長（定元 秀之） マイナンバーカード、こ

れから今、国の施策で、７月ですかね、申請しまし

て、プレミアムのほうの関係でキャッシュレス決済

ですかね、何か２万円を入金したら、５，０００円

をプラスしてもらって２万５，０００円使えるとい

うような制度ができると。もうするというふうにな

ってます。ただ、それにつきましては、マイナンバ

ーカードを取得するというのが前提になっており

ますので、そちらのほう、５，０００円をもしもも

うけたいということがありましたら、マイナンバー

カードを作っていただきたいと思っております。以

上です。 

○分科会長（西田  真） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） もうございません。 

○分科会長（西田  真） よろしいか。 

○委員（福田 嗣久） はい。 

○分科会長（西田  真） ほかにありませんか。よ

ろしいか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（西田  真） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（西田  真） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（西田  真） ご異議なしと認めます。

よって、第８７号議案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定しました。 

 以上で委員会に付託、また分科会に分担されまし

た議案に対する審査は終了しました。 
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 ここで、委員の皆さん、当局職員の皆さんから何

かありましたら、ご発言を願います。 

 久保川部長。 

○健康福祉部長（久保川伸幸） 先週の一般質問との

兼ね合いの中で、ちょっとご報告といいますか、動

きとしてご理解をいただけたらと思います。 

 消毒薬が少ないという中で、各区等でも玄さん教

室とかもするしというようなところのご質問もご

ざいました。うちとしても、できたらそういったこ

とで、各地域の中で頑張っていただくところに対し

て何らかができんかなという思いもありましたの

で、今週のうちに各地区の公民館といいますか、会

館ですね、には、厳密に言うと、全部の区が玄さん

教室やられとるわけじゃないですが、そこはそうい

った期待も込めて、各区の会館のほうに１リットル

の消毒薬、カネパスですけれども、これを１本ずつ

はお渡しをさせていただく予定で、今週のうちにそ

ういったご連絡をさせていただこうかなと思って

います。ただ、議会でもお話ししましたように、こ

の消毒薬が幾らでもあるという状況ではございま

せんので、多分今回限りということになろうと思い

ますので、それ以降については各区もそういったこ

とを区として対応せないかんなということも意識

をしていただくようにお願いをしながらというこ

とで、お配りをさせていただく動きをしたいという

ことでご理解をいただけたらと思います。以上です。 

○分科会長（西田  真） 今週中に配付。 

 久保川部長。 

○健康福祉部長（久保川伸幸） 多分今日にでも区長

さん宛てに文書でお知らせをします。で、水曜日ぐ

らいに振興局のエリアの方は振興局に取りに行っ

ていただいたら、お渡しできるようにしたいという

ことで、全部に配るというのはちょっと、物がでか

いですので、大変なんで、悪いですが、振興局のほ

うに取りにいっていただく。豊岡の方は、うちのほ

うの事務所に取りに来ていただくというようなこ

とでお渡しはできる心積もりはもう、水曜日にはお

渡しできるような段取りをしたいなという思いで

ございます。以上です。 

○分科会長（西田  真） ほかにありませんか。 

 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 今の件に関しては、各区に連

絡が行くわけですね。 

○分科会長（西田  真） 久保川部長。 

○健康福祉部長（久保川伸幸） 今言いました対応に

ついては、文書を出して、今日にでも発送して、区

長さんの手元には多分あしたぐらいに届く。その結

果として、あさってに取り来ていただいても対応で

きるような準備を今するように対応してるという

状況です。 

○分科会長（西田  真） よろしいか。 

 ほかにありませんか。当局の方、よろしいか。言

い忘れたとか、ないですか。これは言っておかなあ

かんとか、よろしいか。あんまりないしょごとばっ

かりされんと、言っていただければと思います。よ

ろしいですか。委員の皆さんもよろしいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（西田  真） それでは、ここで請願・

陳情の審査に関係しない方については退席してい

ただいて結構です。 

 分科会を暫時休憩します。 

   午前１１時１０分 分科会休憩 

──────────────────── 

   午前１１時１２分 委員会再開 

○委員長（西田  真） 休憩前に引き続き委員会を

再開いたします。 

 それでは、（２）番、請願・陳情の審査に入りま

す。 

 まず、請願第２号、義務教育費国庫負担制度の堅

持に関する件を議題といたします。 

 事務局より請願・陳情文書表の朗読をお願いしま

す。 

○事務局主幹（木山 敦子） 請願第２号、義務教育

費国庫負担制度の堅持に関する件。受理年月日、令

和２年５月２９日。 

 趣旨。義務教育は国民として必要な基礎的資質を

培うものであり、憲法の要請として、教育の機会均

等と全国的な義務教育水準の維持向上を図ること
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は国の責務である。そのためにも、義務教育費国庫

負担制度は国による最低保障の制度として、義務教

育水準を確保するために不可欠な制度であり、現行

教育制度の根幹をなしている。 

 三位一体改革の中で国庫負担率が２分の１から

３分の１に引き下げられた幾つかの自治体におい

ては、厳しい財政状況の中、独自財源による定数措

置が行われているが、地方自治体の財政を圧迫して

おり、また、自治体間で教育格差が生じること自体

が大きな問題である。加えて、新型コロナウイルス

感染症の影響に伴い、家庭の経済状況や自治体の財

政状況で学ぶ環境に差が生じることは絶対に避け

なければならない。 

 国の施策として、定数改善に向けた財源確保を保

障し、子供たちが全国のどこに住んでいても一定水

準の教育を受けられることが憲法上の要請である。

豊かな子供の学びを保障するための条件整備は不

可欠である。義務教育費国庫負担制度は、今後も堅

持されるべきであると考える。 

 こうした理由から、次の事項の実現について、地

方自治法第１２４条の規定により請願する。 

 記。１、教育の自治体間格差を生じさせないため

に、義務教育費国庫負担制度について制度を堅持す

ること。 

 ２、上記の項目について、政府と関係機関に対し、

意見書を提出すること。 

 提出者、豊岡市京町３番６号、豊岡市教職員組合、

執行委員長、谷垣茂彦。紹介議員、青山憲司、西田

真、足田仁司。付託委員会、文教民生委員会。以上

でございます。 

○委員長（西田  真） この件について、当局から

意見、説明等はありませんか。ありませんか。 

 質疑、意見等はありませんか。ちょっと時間待ち

ましょうか。よろしいか。いいですか。 

 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） この新しく入ったとこは、自

治体間の格差で教育の差が生じることがないよう

にと。それから、コロナウイルスの感染症の家庭の

状況によって環境の差がないようにという、新しく

入ったところですな。別に毎年あれしてますので、

いいんじゃないでしょうか。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

 井上委員。 

○委員（井上 正治） 中間にある、何行目だ、三位

一体改革の括弧の下の次の次、次の行の後半にある

「独自財源による定数措置が行われているが」とい

うのは、これは豊岡市の場合は行われてないですね。

確認です。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○こども教育課長（飯塚 智士） 豊岡市の場合は行

っておりません。 

○委員（井上 正治） いいです。了解です。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

 井上委員。 

○委員（井上 正治） 例えば、この近隣市で、市町

でどっかそういうことを実施されとるようなとこ

が、もしご存じなとこがあれば、ないですか。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○こども教育課長（飯塚 智士） 但馬内ではありま

せん。ございません。で、近隣市でも、ちょっと存

じているところはございません。 

○委員（井上 正治） 分かりました。いいです。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

○委員（井上 正治） はい。 

○委員長（西田  真） ないですね、特にね。 

 特にありませんので、そしたら、討論を打切りさ

せていただきます。 

 お諮りいたします。本件は、採択すべきことに決

定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） ご異議なしと認めます。よ

って、請願第２号は、採択すべきことに決定しまし

た。 

 次に、請願第３号、子どもたちと向き合う時間の

確保に関する件を議題といたします。 

 暫時休憩します。 

午前１１時１７分 委員会休憩 

──────────────────── 
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午前１１時１９分 委員会再開 

○委員長（西田  真） 休憩前に引き続き委員会を

再開いたします。 

 先ほどの第２号の請願に係る意見書の案文につ

きましてを議題といたします。 

 皆さん、それぞれ意見がありましたら、言ってい

ただきたいと思います。３ページの義務教育費国庫

負担制度の堅持に関する意見書というのがありま

すが、これに対していろいろと意見があればと思い

ますけど、なければ、この案文でいきたいと思いま

すけど、いかがでしょうか。よろしいか。異議ない

ですね。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） それでは、ご異議なしと認

めます。よって、そのように決定いたしました。 

 次に、請願第３号、子どもたちと向き合う時間の

確保に関する件を議題といたします。 

 事務局より請願・陳情文書表の朗読をお願いいた

します。 

○事務局主幹（木山 敦子） 請願第３号、件名、子

どもたちと向き合う時間の確保に関する件。受理年

月日、令和２年５月２９日。 

 要旨。趣旨。新型コロナウイルス感染症対策とし

て、３月には突然の全国一斉臨時休業の要請、それ

以降も緊急事態宣言が告示され、いまだ先行きが見

通せない中、学校現場では学びと育ちの保障や心の

ケア、感染症対策などに取り組んでいる。また、今

回の長期臨時休業への対応がなかった場合におい

ても、新学習指導要領の全面実施に加え、貧困、い

じめ、不登校など、解決すべき課題が山積しており、

子供たちの豊かな学びを実現するための教材研究

や授業準備の時間を十分に確保することが困難な

状況となっている。加えて、今後、学校再開を迎え

る現場では、文科省が示している三密対策を講じ、

学級を複数のグループに分けた上で教育活動を行

うことなどが求められる。終息が見通せない状況が

続く中、少人数学級の着実な推進とそれに伴う教職

員定数改善は必要不可欠である。 

 義務教育費国庫負担制度については、負担率が２

分の１から３分の１に引き下げられた厳しい財政

状況の中、独自財源により人的措置等を行っている

自治体もあるが、自治体間の教育格差が生じること

の原因となっている。 

 さらに、就学援助受給者の増大に表れているよう

に、社会全体として低所得者層の拡大、固定化が進

んでいる。特に昨今の経済情勢の影響を受け、所得

の違いがますます広がり、教育格差につながってい

くことが危惧される。国の施策として定数改善に向

けた財源保障をし、子供たちが全国のどこに住んで

いても一定水準の教育を受けられることが憲法上

の要請である。豊かな子供の学びを保障するための

条件整備は不可欠である。 

 これらのことから、次の事項の実現について、地

方自治法第１２４条の規定により請願する。 

 記。１、子供と向き合う時間の確保を図り、きめ

の細かい教育の実現のために少人数学級を推進す

ること。 

 ２、学校施設整備費、就学援助・奨学金、学校安

全対策など、教育予算の充実のため、地方交付税を

含む国の予算を拡充すること。 

 ３、上記の項目について、政府等関係機関に対し、

意見書を提出すること。 

 提出者、豊岡市京町３番６号、豊岡市教職員組合、

執行委員長、谷垣茂彦。紹介議員、青山憲司、西田

真、足田仁司。付託委員会、文教民生委員会。以上

でございます。 

○委員長（西田  真） この件につきまして、当局

から意見、説明等はありませんか。 

 それでは、討論とかは特にありますか。ありませ

んか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） それでは、当局職員の皆さ

んには、説明等でご協力いただき、ありがとうござ

いました。討論に入ります前に、ここで退席してい

ただいて結構です。お疲れさまでした。ありがとう

ございました。 

 暫時休憩します。 

午前１１時２４分 委員会休憩 
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──────────────────── 

午前１１時２８分 委員会再開 

○委員長（西田  真） 休憩前に引き続き委員会を

再開いたします。 

 先ほどの請願第３号ですが、特に討論とかないと

いうことでよろしかったですかね。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） お諮りいたします。本件は、

採択すべきことに決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） ご異議なしと認めます。よ

って、請願第３号は、採択すべきことに決定しまし

た。 

 それでは、先ほどの請願第３号に係る意見書の案

文について、皆さん、意見を出していただきたいと

思います。皆さんには配付してありますんで、ちょ

っとそれを見ていただいて、意見を出していただけ

ればと思います。３ページのほうにありますんで。

特に去年と変わりませんので。よろしいか。 

 それでは、請願第３号につける意見書は、特にこ

れでいいということでよろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） それでは、ご異議なしとい

うことで、ご異議なしと認めます。よって、そのよ

うに決定いたしました。 

 次は、協議事項（３）番、報告事項についてです。 

 まず、市民生活部、生活環境課から報告事項があ

りますので、お聞き取りください。 

 新型コロナウイルス感染症予防力向上事業の申

請受付についてであります。よろしくお願いいたし

ます。 

 どうぞ。 

○市民生活部長（谷岡 慎一） 先ほどございました

けれども、新型コロナウイルス感染症予防力向上事

業補助金につきましては、既に補正５号でお認めい

ただいてる件ですが、その後に県から補助金が、新

しい補助金ができまして、事情が変わりましたので、

それに応じて執行体制なり、周知についても若干見

直しを行っております。今日は、その報告というこ

とで、させていただきます。 

 では、担当課長からさせていただきます。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○生活環境課長（成田 和博） 今、市民生活部長の

ほうからご説明させていただいたとおり、当初、６

月１日にホームページに掲載いたしまして、概要を

ご案内後、６月１５日、本日ですね、本日から受付

を予定する準備を進めておったんですが、部長から

もございましたが、県のほうが補正予算案を発表さ

れまして、それが豊岡市がやろうとしてたことより

も結構中身が厚く対応されてたということもござ

いますので、既に市のほうに先に申請いただいた上

で、県のほうみたいなことにならないように、県と

歩調を合わせるというようなことの対応を取らせ

ていただくことにしました。つきましては、本日に

一応、豊岡市のホームページからは申請書等のダウ

ンロードができる環境を整えさせていただいた後

に、県と同じく、６月末をめどに受付を開始すると

いったことで今、準備進めておるところでございま

す。もし相談がございましたら、できるだけ県のほ

うの有利な制度をご案内するようなことで対応さ

せていただくというようなことで予定をしており

ます。 

 簡単ですが、以上でございます。 

○委員長（西田  真） 報告は終わりました。 

 これらの報告に対しまして、委員の皆さんで特に

質問等あれば、お伺いいたします。 

 井上委員。 

○委員（井上 正治） 県の制度は大分あれかいな。

内容的にはよかったかいな。これちょっと、私もち

ょっとさらっと見たことはあるんだけど、簡単に概

要でええんで、どの程度違うかだけ。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○生活環境課長（成田 和博） 今、井上委員からご

質問がございました件ですが、県のほうは中小企業

等というくくりで、中小法人、個人事業主というこ

の２つに分かれて制度がつくられておりまして、単

一事業所、複数事業所それぞれで制度がございます。

ですので、中小法人の場合ですと、単一事業所だと
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２０万円、それから、複数事業所だと４０万円、個

人事業主だと単一事業所で１０万円、複数事業所だ

と２０万円出ますので、市の制度が５万円ですので、

かなり有利だというふうなことで思っております。 

 それから、ただし、この制度につきましては、福

祉、医療及び宿泊事業を除くというふうになってお

ります。ただ、これにつきましては、それぞれ宿泊

事業の場合、それから、福祉、医療事業所の場合と

でまた別の制度がございまして、そちらも結構手厚

く対応されてるようでして、ちなみに、宿泊施設で

すと、１つのホテル、旅館を経営されてる場合です

と３０万円、複数のホテル、旅館を経営されてる場

合でしたら６０万円ということですので、かなり手

厚いというようなことで認識をしておりますが、た

だし、県の制度につきましては、消耗品が対象外と

いうふうに聞いておりますので、そういった県の制

度に漏れる分につきましては、市のほうの制度を使

っていただけたらと思うんですが、ただ、市のほう

の制度も機器、備品等を買っていただくということ

が前提でございますので、その辺り、ホームページ

等では周知を図るようなことで掲載をちょっと工

夫したりしております。以上です。 

○委員（井上 正治） いいですよ。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

○委員（井上 正治） はい。 

○委員長（西田  真） ほかにありませんか。よろ

しいか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） それでは、生活環境課の皆

さん方につきましては、ここで退席していただいて

結構です。お疲れさまでした。ありがとうございま

した。 

 次に、地域コミュニティ振興部、新文化会館整備

推進室から報告事項がありますので、お聞き取りく

ださい。 

 新文化会館整備基本設計業務契約候補者選定に

係る公募型プロポーザルの再開についてでござい

ます。よろしくお願いいたします。 

 どうぞ。 

○地域コミュニティ振興部参事（桑井 弘之） 一般

質問の答弁の中にもございましたが、新文化会館の

整備につきましては、こういう状況ではございます

が、予定どおり進めさせていただくという中で、５

月の早々には基本設計の業者を決定させていただ

いてというようなことで、プロポーザルを昨年、債

務負担行為をお認めいただいて、２月頃から準備を

進めておったわけでございますが、緊急事態宣言等

発せられる中で、延期をしておりました。このたび、

緊急事態宣言の解除とか、それからまた、今週末ぐ

らいにはまた次の段階に移るというような中で、一

定のこのスケジュール変更をしながら進めていき

たいと思いますので、今回、この場で説明をさせて

いただきたいと思います。 

 担当のほうから説明させていただきます。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○新文化会館整備推進室長（櫻田  務） 先ほど部

参事のほうから説明させていただきましたとおり

でございますけども、現在のスケジュールと変更後

のスケジュールということで書かせていただいて

おります。現在は第１次審査、いわゆる書類審査ま

で終了してる状況で、次の第２次審査っていうのは、

実際の業者からヒアリングを受けて、最終的に契約

業者を決めるという行為になります。当初、４月２

１日の予定でしたが、６月２６日の金曜日に再開さ

せていただきたいと考えております。審査結果の通

知につきましては、７月の２日の木曜日にさせてい

ただいて、最終的に契約締結は７月の予定で進めさ

せていただきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○委員長（西田  真） 報告は終わりました。 

 これらの報告に対しまして、委員の皆さんで特に

質問等があれば、お伺いいたします。 

 井上委員。 

○委員（井上 正治） このスケジュールが再開され

たわけですけども、このスケジュールでいくと、今

までのスケジュールに対しての遅延、遅れるという

のはないんかな。どうですか。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 
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○新文化会館整備推進室長（櫻田  務） 実質、２

か月の遅れということでございます。当初、４月の

２１日で、ゴールデンウイーク等が重なるというこ

ともありますので、できましたら、当初スケジュー

ルで何とか請け負っていただいた業者とスケジュ

ール調整しながら進めていきたいと考えておりま

す。 

○委員長（西田  真） よろしいか。 

 井上委員。 

○委員（井上 正治） 非常に議場の本議会の中の一

般質問の中でも議論があった部分はあったと思う

んですけども、大型投資でやるということを踏まえ

ますと、やはりこのコロナの関係が非常にどこまで

終息が見えない中で、本当に市の財政も見通せない

ということもあると思いますので、非常に厳しいと

は思うんですけども、そういう議論というのは全く

庁舎内ではされてないと、そういうことなんでしょ

うか。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○新文化会館整備推進室長（櫻田  務） 本会議で

市長のほうからもご説明させていただきましたと

おり、起債事業ということで、実際に建設がかかる

のが、今のスケジュールからいくと、二、三年後と

いうスケジュールになります。実際、その二、三年

後に起債を活用して、市債を大きく発行するわけで

すけども、それの実際に返済する期間が３年据置き

になりますので、実際に返済が始まるのは２０２５

年、６年ぐらいから返済が始まるということで、現

在、一番問題になってますコロナ対策との関連性と

いうのは、ちょっと同じテーブルで並べるのは財政

的には違うのかなという、内部的にはそういう話は

しております。 

○委員長（西田  真） 井上委員。 

○委員（井上 正治） 状況等というのは、今、説明

聞いて、今後のスケジュールも一応は時間が、まだ

相当時間がかかるだろうというふうなことのご答

弁ございました。しかしながら、やっぱり大きな投

資を伴うということについては、市の財政の状況も

踏まえながら、しっかりと将来を見据えて、検討も

加えながら、見直すことも必要であるかも分かりま

せん、かもです。ということで、ご検討いただいた

らと。課題として、やっぱりどこかに１項目は加え

る必要があるかなと思っておりますので、よろしく

お願いしたいと思います。これはお願いです。以上

です。 

○委員長（西田  真） ほかにありませんか。 

 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） これまでも同じちょっと質問

になってしまうかもしれませんけれども、やはり莫

大な予算計上されるっていうことの中で、策定委員

会が出された答申を基本的にされるということは、

逆に言えば、非常にあの形のまま進められていくと、

当初のように予算以上をした場合、ある意味、もう

その予算がかけられない、その計画自体を修正して、

見直さなければならないっていうふうな形になる

だとか、そういったダブルスタンダード的なこの部

分というのはもう考えられてない。もうこのままの、

あるがままのやつを計画どおりに進めていくって

いうのが今回の場合っていうふうに理解すればよ

ろしいですね。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○新文化会館整備推進室長（櫻田  務） 基本構想・

基本計画策定委員会っていうのは、市民の代表の方

にも入っていただいて、こういう施設をつくってい

きたいなということを取りまとめたものでして、今

後、建築の形一つ、どういう形にするか一つにして

も、共有部分の廊下の面積が減ったり、いろんなこ

とがしてくると思います。その辺を基本設計で一つ

一つ整理しながら、６，５００平米がもうコンプリ

ートされたものとは全然当局も考えておりません

ので、一つ一つを精査して積み上げていく。その中

で各委員さんにもご意見をいただきながら、どうい

った形のものが一番ベストなのかっていうのを積

み上げていきたいと考えております。ですから、今

決まってる基本計画で決まってるものが全てベー

スで始めるというわけではないですが。以上でござ

います。 

○委員長（西田  真） 田中副委員長。 
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○委員（田中藤一郎） その議員説明会みたいなんは、

どれぐらいやられるつもりなんでしょうか。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○新文化会館整備推進室長（櫻田  務） まだ業者

が決まっておりませんので、業者が決まって、どう

ですかね、ある程度資料が整いながら、比較検討で

きる、イメージが分かる絵をもって、どうしましょ

うという、言葉だけ、文章でお話ししても、多分イ

メージが合ってこないんじゃないかなということ

を考えておりますので、今一番課題なのが６００か

ら８００ということで、席数がまだ明確に決まって

ないというところを、ある程度のを見ていただく図

面等の資料を作ってから一度協議をさせていただ

きたいなというのが、ちょっと秋口になるのかって

いうようなイメージでは今のところ、おります。以

上でございます。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○地域コミュニティ振興部参事（桑井 弘之） 今の

話なんでございますけども、何せ初めてやる取組で

ございますので、これから何回協議を重ねてってい

うの、今の段階で申し上げられないのが実態でござ

います。設計を進める中で、必要に応じて必要なタ

イミングでご協議なんかもさせていただきながら、

進めていきたいと思いますので、よろしくお願いし

たいと思います。 

○委員長（西田  真） 田中副委員長。 

○委員（田中藤一郎） これは非常にコロナも関係あ

りますし、今後の豊岡市の財政も含めた部分も大き

いですので、本当に小まめにそういった形をしてい

ただきたいなと。よくあるのが、本当出来上がって、

これどうですかっていうことではなくて、それまで

の話の中でいろんなお話を、特に席数並びに大きさ

等々を含めたとこをしていただけないと、もうこれ

でできちゃう、これで云々かんぬんいうようなこと

のないように、その辺りは大丈夫ですか。確認の意

味で。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○新文化会館整備推進室長（櫻田  務） これで決

めましたなんていうことはあり得ないと思います

ので、逐次ご相談しながら、一つ一つ進めていきた

いと考えております。以上です。 

○委員長（西田  真） 田中副委員長。 

○委員（田中藤一郎） ですので、タイムスケジュー

ルを、先ほどは、２か月遅れてる分、間に合わせる

ような形で進めたいというのは分かるんですけれ

ども、逆にやっぱりそこをしっかり時間をかけてい

ただいて、皆さんが、私も含めた部分が、皆さんが

しっかりと認識していただいて初めていうような

ことがありますので、タイムスケジュールありきで

議論等々は考えていただくと、非常に問題になって

くると思いますけれども、その辺りは、もう一度、

いかがですか。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○地域コミュニティ振興部参事（桑井 弘之） 今お

っしゃいましたことを重々承知しておりまして、実

は今日のこの場も、そういったこともございました

んで、あえてスケジュールの再開につきましてご報

告させていただいたり、あと、こういう場も設けさ

せていただいておりますので、こんな感じで今後と

も何かタイミング見計らいながら、ご協議させてい

ただきたいと思います。よろしくお願いします。 

○委員長（西田  真） 田中副委員長。 

○委員（田中藤一郎） すみません、もう一度確認で、

タイムスケジュールありきではないですね。 

○委員長（西田  真） どうぞ。 

○地域コミュニティ振興部参事（桑井 弘之） タイ

ムスケジュールありきではないんですけども、やは

り今の現市民会館のほうも限界がまたいずれやっ

てまいりますので、そういったところを見計らいな

がら、適切な時期を考えていきたいと思っておりま

す。以上です。 

○委員長（西田  真） 田中副委員長。 

○委員（田中藤一郎） そのとき、しっかりと議論し

たいなというふうに思います。タイムスケジュール

ありきではちょっと困るかなというふうに思いま

すので、これは意見として重く言っておきたいと思

います。以上です。 

○委員長（西田  真） ほかにありませんか。よろ
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しいか。 

 それでは、質問等は打ち切らさせていただきます。 

 新文化会館整備推進室の皆さんにつきましては、

ここで退席していただいて結構です。お疲れさまで

した。ありがとうございました。 

 以上で全ての報告は終わりました。 

 次に、協議番号（４）番、委員会意見・要望のま

とめに入ります。 

 当委員会の意見・要望として、委員長報告に付す

べき内容について協議いただきたいと思います。 

 委員の皆さんからの提案について、委員会意見・

要望とすべきか、協議を行いたいと思いますので、

それぞれ意見とか要望があれば、出していただきた

いと思います。 

 暫時休憩します。 

午前１１時４８分 委員会休憩 

──────────────────── 

午前１１時５４分 委員会再開 

○委員長（西田  真） それでは、休憩前に引き続

き委員会を再開いたします。 

 委員会意見・要望のまとめとしまして、委員長報

告に付すべき内容がありましたら、ご発言願います。 

 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 今回の常任委員会分ですけれ

ども、８３号議案、それから８９号議案、介護保険

事業、それから国民健康保険事業について、今回の

このコロナによる収入の減の人に対しての減免規

定が盛り込まれておりますけれども、市民の皆さん

にできるだけ分かりやすく周知徹底を図っていた

だきたいということを意見として申し上げたいと

思います。 

○委員長（西田  真） ほかにありませんか。ない

ですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） 今、福田委員のほうから、

第８３号議案、第８９号議案の介護保険と国民保険

税に対する減免の意見が出ました。そのように取り

まとめてよろしいでしょうか。よろしいですか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） それでは、ただいま協議い

ただきました委員会意見・要望を含む委員長報告の

案文については、福田委員が出されましたことを頭

に置きながら、正副委員長に一任願いたいと思いま

すが、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） ご異議なしと認め、そのよ

うに決定いたしました。 

 委員会を暫時休憩いたします。 

   午前１１時５５分 委員会休憩 

──────────────────── 

   午前１１時５５分 分科会再開 

○分科会長（西田  真） 休憩前に引き続き分科会

を再開いたします。 

 次に、協議番号（５）番、分科会意見・要望のま

とめに入ります。 

 当分科会の意見・要望として、予算決算委員会に

報告すべき内容について協議いただきたいと思い

ます。 

 委員の皆さんからの提案について、分科会意見・

要望とすべきか協議を行いたいと思います。 

 それぞれ意見があれば、出していただきたいと思

います。 

 暫時休憩いたします。 

午前１１時５６分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後 ０時０３分 分科会再開 

○分科会長（西田  真） 休憩前に引き続き分科会

を再開いたします。 

 先ほどの分科会意見・要望の件でありますが、委

員長報告に付すべき内容の案文ですけど、福田委員

のほうから休憩中にありました話をちょっとまと

めてお願いいたします。 

 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） まとまるかどうか分かりませ

んけれども、令和２年度一般会計補正予算（第４号）

につきまして、これも当然のことながら、コロナ禍

の対策でございます。その中で、住居確保給付金支

援事業費につきましては、該当する市民の皆さんに



 27

分かりやすく周知を図っていただきたい。並びに、

相談窓口についてもしっかりと丁寧に対応してい

ただきたいということを申し上げたいと思います。 

○分科会長（西田  真） ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（西田  真） それでは、先ほど福田委

員のほうから、令和２年度豊岡市一般会計補正予算

（第４号）の住居確保給付金支援事業費、住居確保

給付金については、コロナ対策として、該当する市

民に分かりやすく周知徹底されたい。また、窓口

云々という話がありましたけど、その辺でまとめて

よろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（西田  真） それでは、ただいま協議

いただきました分科会意見・要望を含む分科会長報

告の案文については、正副分科会長にご一任願いた

いと思いますが、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（西田  真） ご異議なしと認め、その

ように決定しました。 

 ここで分科会を閉会いたします。 

午後０時０４分 分科会閉会 

──────────────────── 

午後０時０４分 委員会再開 

○委員長（西田  真） それでは、委員会を再開い

たします。 

 次に、協議事項（６）番、閉会中の継続調査（審

査）の申出についてを議題といたします。 

 ４月１３日の委員会において協議いただきまし

た重点調査事項について、別紙１の３ページを、３

項ですか、をご覧ください。９項目め、新型コロナ

ウイルス対策についてを追加しています。ご確認を

お願いしたいと思います。 

 それでは、議長に対して、委員会重点調査事項を

閉会中の継続調査（審査）事項として議長に申出し

たいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） ご異議なしと認め、そのよ

うに……。 

 はい。 

○委員（清水 寛） すみません、これ新型コロナウ

イルス対策っていうことなんですけども、当局の資

料は割と新型コロナウイルス感染症っていうので、

感染症っていう言葉が入るんですけれども、その言

葉をつけなくてもいいんですかね。どうでしょう。 

○委員長（西田  真） 皆さん、どうでしょうか。

（「入れたほうがいい」「感染症、入れましょう」

と呼ぶ者あり） 

 それでは、新型コロナウイルス感染症対策につい

てということでよろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） それでは、９項目めに新型

コロナウイルス感染症対策についてを追加したい

と思います。 

 それでは、議長に対して、委員会重点調査事項を

閉会中の継続調査（審査）事項として議長に申出し

たいと思いますが、これにご異議はありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） ご異議なしと認め、そのよ

うに決定しました。 

 最後に、協議事項（７）番、その他についてを議

題といたします。 

 委員の皆さんから何か協議や意見交換等すべき

事項があれば、ご発言願います。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（西田  真） 特にないようですので、以

上をもちまして文教民生委員会を閉会いたします。

お疲れさまでした。ありがとうございました。 

午後０時０７分閉会 

──────────────────── 


